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私
た
ち
は
2
0
1
8
年
に
「
大
日
本
印
刷
分
会
」
を
結
成

し
、
大
日
本
印
刷
久
喜
工
場
（
埼
玉
県
久
喜
市
）
で
非
正
規

労
働
者
の
組
織
と
し
て
要
求
実
現
と
組
織
拡
大
を
進
め
て
い

ま
す
。
交
渉
開
始
か
ら
有
給
を
回
復
さ
せ
、
3
0
0
人
の
非

正
規
労
働
者
に
適
用
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
無
期
転
換
制
度

の
活
用
で
有
資
格
者
の
無
期
転
換
を
実
現
、
2
0
2
0
年
か

ら
は
定
期
昇
給
制
度
を
勝
ち
取
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
で
は
組

合
員
も
順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

労働者にビラを配布する組合員

分
会
結
成
ま
で
の
た
た
か
い

は
、
会
社
が
2
0
1
3
年
に

「
週
3
日
労
働
」
に
契
約
変

更
、
翌
14
年
に
は
20
日
付
与
の

有
給
休
暇
を
11
日
に
9
日
間
も

削
減
、
職
場
で
は
不
満
が
噴
出

し
ま
し
た
。
非
正
規
労
働
者
の

有
給
は
賃
金
を
補
て
ん
す
る
も

の
で
、
一
人
平
均
8
1
0
0
0

円
の
賃
下
げ
で
し
た
。

全
印
総
連
と
大
日
本
印
刷
と

の
団
交
で
「
仕
事
が
減
っ
た
か

ら
」
と
会
社
は
回
答
。
出
勤
日

数
は
年
間
2
0
0
日
以
上
で
、

労
基
法
違
反
の
一
方
的
賃
下
げ

が
明
ら
か
で
し
た
。

2
度
の
団
交
で
「
来
年
は
週

4
日
の
契
約
に
し
て
有
給
は
20

日
付
与
す
る
」
と
の
回
答
を
引

き
出
し
、
こ
の
成
果
を
ビ
ラ
に

し
て
配
布
、
組
合
に
入
ろ
う
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

当
時
、
同
工
場
の
子
会
社
Ｄ

Ｎ
Ｐ
フ
ァ
イ
ン
で
橋
場
さ
ん
の

解
雇
争
議
が
あ
り
、
久
喜
駅
で

の
ビ
ラ
宣
伝
を
一
緒
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。

さ
ら
に
工
場
内
最
低
時
給
が

9
2
0
円
で
、
1
0
0
0
円
に

す
る
目
標
を
立
て
、
秋
年
末
・

春
闘
と
要
求
書
を
提
出
し
続
け

ま
し
た
。
17
年
に
労
働
者
が
組

合
に
加
入
す
る
と
、
会
社
は
非

正
規
労
働
者
全
員
に
「
要
求
・

要
望
・
不
満
は
あ
り
ま
す
か
」

と
個
人
面
談
を
実
施
す
る
な

ど
、
組
合
加
入
を
阻
止
す
る
行

動
に
出
ま
し
た
。

一
方
、
組
合
は
「
来
年
は
無

期
雇
用
に
な
る
の
で
雇
止
め
は

法
律
違
反
」
と
運
動
し
、
工
場

内
で
一
人
の
雇
止
め
も
な
く
対

象
の
組
合
員
2
名
が
申
し
込
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

18
年
に
「
大
日
本
印
刷
分

会
」
を
結
成
し
、
春
闘
ア
ン
ケ

ー
ト
に
基
づ
き
交
渉
し
た
結

果
、
18
年
20
円
ず
つ
2
度
の
賃

上
げ
が
あ
り
工
場
最
低
賃
金
は

9
6
0
円
に
な
り
、
橋
場
争
議

も
和
解
が
成
立
し
ま
し
た
。

19
年
に
労
働
者
が
新
た
に
組

合
に
加
入
す
る
と
、
会
社
が
個

別
に
呼
び
出
し
て
「
組
合
加
入

の
動
機
」
を
聞
く
な
ど
不
当
労

働
行
為
が
発
覚
し
ま
し
た
。
分

会
は
団
交
で
抗
議
文
を
提
出

し
、
呼
び
出
し
を
辞
め
さ
せ
自

主
解
決
で
き
ま
し
た
。

一
方
、
最
低
賃
金
は
上
げ
た

も
の
の
1
0
0
0
円
を
超
え
て

い
た
非
正
規
労
働
者
は
過
去
8

年
間
も
賃
上
げ
が
な
く
、
「
社

員
と
の
格
差
是
正
に
逆
行
し
て

い
る
」
と
団
交
で
追
及
。

19
年
も
2
度
40
円
上
が
り
、

最
低
賃
金
は
1
0
0
0
円
に
な

り
ま
し
た
。

分
会
は
正
規
社
員
と
の
格
差

・
差
別
解
消
に
向
け
、
「
社
員

就
業
規
則
」
や
「
正
規
社
員
手

当
の
支
給
状
況
」
の
開
示
を
要

求
し
ま
し
た
が
、
会
社
は
拒
否

し
ま
し
た
。

20
年
に
は
、
非
正
規
労
働
者

の
定
期
昇
給
、
一
時
金
支
給
基

準
の
可
視
化
を
勝
ち
取
り
、
非

正
規
労
働
者
に
も
れ
な
く
賃
上

げ
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
も
「
会
社
全
体
の
非
正

規
労
働
者
に
同
一
基
準
で
適

用
、
子
会
社
も
準
ず
る
」
を
団

交
で
確
認
。
現
在
は
大
日
本
印

刷
の
全
国
事
業
所
で
同
一
ビ
ラ

宣
伝
を
行
い
、
組
織
拡
大
を
訴

え
て
い
ま
す
。

和気あいあい、ワンコイン交流会
の様子（9／2）

地
域
労
組
こ
う
と
う
は
9
月

26
日
の
第
12
回
定
期
大
会
を
組

合
員
3
0
0
人
で
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

様
々
な
困
難
を
抱
え
組
合
に

加
入
し
仲
間
と
共
に
支
え
合
っ

て
そ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き

た
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り

感
謝
し
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ

り
地
域
労
組
こ
う
と
う
の
運
動

に
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
に

重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
労
組
こ
う
と
う
は
個
人

加
盟
労
組
の
必
要
性
が
急
速
に

高
ま
る
中
で
、
江
東
区
労
連
内

の
検
討
委
員
会
で
具
体
化
し
、

2
0
0
9
年
に
31
人
で
結
成
し

ま
し
た
。

相
談
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い

く
上
で
「
体
制
作
り
」
は
非
常

に
大
き
な
課
題
で
し
た
。
『
相

談
は
必
ず
複
数
人
で
対
応
す

る
』
、
『
で
き
る
だ
け
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
対
応
す
る
』
た
め
に
江

東
区
労
連
未
組
織
対
策
委
員
会

の
応
援
を
受
け
な
が
ら
体
制
強

化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
結
成
当
初
か
ら
労
働

相
談
が
解
決
し
た
組
合
員
や
争

議
を
抱
え
て
い
る
組
合
員
の
交

流
の
場
と
し
て
ワ
ン
コ
イ
ン
組

合
員
交
流
会
の
実
施
や
、
ハ
ガ

キ
ニ
ュ
ー
ス
の
発
送
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

近
年
寄
せ
ら
れ
る
労
働
相
談

は
年
々
複
雑
化
し
、
適
切
な
対

応
に
は
相
談
員
が
様
々
な
経
験

か
ら
学
ぶ
こ
と
や
労
働
問
題
の

専
門
機
関
と
の
連
携
強
化
も
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

10
月
1
日
、
日
本
学
術
会
議

の
第
25
期
新
会
員
候
補
1
0
5

人
の
う
ち
6
人
が
、
菅
義
偉
首

相
か
ら
任
命
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
東
京
都
立
大
学
労
働
組
合

は
、
10
月
7
日
に
「
日
本
学
術

会
議
新
会
員
候
補
6
名
の
任
命

拒
否
に
抗
議
し
、
そ
の
撤
回
を

求
め
る
」
中
央
執
行
委
員
会
声

明
を
発
表
し
ま
し
た
。

菅
首
相
は
、
学
術
会
議
の
あ

り
方
に
論
点
を
す
り
替
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
名
簿
は
見
て
い
な

い
」
の
に
任
命
し
た
り
、
「
総

合
的
・
俯
瞰
的
な
活
動
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
判
断
し
た
」
と

説
明
に
な
ら
な
い
説
明
を
し
、

「
多
様
性
が
大
事
だ
」、「
特
定
の

大
学
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
」
と

発
言
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、女

性
候
補
や
私
学
の
教
授
な
ど
、

多
様
性
に
配
慮
し
た
推
薦
名
簿

か
ら
、「
安
保
法
制
」や「
特
定
機

密
保
護
法
」
に
つ
い
て
反
対
を

表
明
し
た
候
補
者
の
任
命
を
拒

否
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、「
自

ら
の
主
張
に
抗
う
者
は
認
め
な

い
」、国
会
に
も
諮
ら
ず
法
解
釈

を
変
更
す
る
と
い
う
、
菅
内
閣

の
政
治
姿
勢
を
内
外
に
示
し
た

も
の
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
も
、
政
治
主
導
の

名
の
下
に
、
内
閣
人
事
局
で
官

僚
人
事
を
操
り
、
そ
の
手
法
を

三
た
び
「
軍
事
研
究
反
対
」
決

議
を
挙
げ
た
学
術
会
議
と
「
学

問
の
自
由
」
へ
の
抑
圧
に
も
広

げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

国
会
の
論
戦
を
見
て
も
、

「
モ
リ
・
カ
ケ
」
「
桜
を
観
る

会
」
へ
の
追
及
の
答
弁
と
同
じ

よ
う
に
、
ま
と
も
な
議
論
を
拒

否
し
て
い
る
の
は
菅
首
相
で
あ

る
こ
と
は
明
白
で
す
。

今
回
の
任
命
拒
否
問
題
は
、

学
術
や
教
育
関
係
者
だ
け
の
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
表
現
を

生
業
と
す
る
映
画
監
督
、
芸
術

・
著
作
に
関
わ
る
多
く
の
人

々
、
さ
ら
に
は
、
自
然
保
護
団

体
な
ど
が
抗
議
の
声
を
上
げ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
日
々
深
ま
っ

て
い
る
日
本
の
民
主
主
義
の
危

機
を
象
徴
し
て
い
る
出
来
事
で

あ
り
、
歴
史
の
転
換
点
に
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

拡
大
月
間
（
11
〜
12
月
）
の

皮
切
り
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
未
組

織
タ
ー
ミ
ナ
ル
宣
伝
で
す
。

11
月
2
日
（
月
）
に
、
西
部

（
代
々
木
駅
）、
三
多
摩
（
立
川

駅
）
が
、
5
日
（
木
）
に
は
、

北
部
（
後
楽
園
駅
）、
南
部（
田

町
駅
）
が
実
施
し
ま
し
た
。

宣
伝
で
は
、「
『
休
業
』
に
は

『
休
業
手
当
』
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
」
「
身
勝
手

な
解
雇
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
」
と

労
働
者
の
実
態
を
交
え
て
権
利

を
訴
え
、
あ
な
た
も
労
働
組
合

へ
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
の
べ

70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。訴えをする西部ブロックの仲間

たち（11／2代々木駅）

米
田
徳
治
さ
ん
、
書
記
長
に

谷
口
利
男
さ
ん
。

中
野
区
労
連
第
29
回
定
期
大

会
10
月
20
日
、
中
野
区
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
議

長
に
池
田
吉
成
さ
ん
（
都
教

組
中
野
）
、
事
務
局
長
に
牧

野
大
志
さ
ん
（
東
京
民
医
労

健
友
会
支
部
）
。

目
黒
区
労
連
第
28
回
定
期
大

会
10
月
24
日
、
高
砂
自
動
車

（
株
）
の
社
屋
内
で
開
催
。

議
長
に
片
岡
敏
康
さ
ん
（
自

交
総
連
）
、
事
務
局
長
に
平

谷
恵
子
さ
ん
（
全
国
一
般
東

京
一
般
合
同
労
組
）
。

港
区
労
連
第
30
回
定
期
大
会

10
月
24
日
、
東
京
港
芝
浦

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
議
長
に
清
水
弘
之
さ
ん

（
東
京
土
建
）
、
事
務
局
長

に
高
橋
孝
さ
ん（
事
務
局
）。

練
馬
労
連
第
28
回
定
期
大
会

10
月
24
日
、
練
馬
勤
労
福

祉
会
館
で
開
催
。
議
長
に
金

田
安
夫
さ
ん
（
都
教
組
）
、

事
務
局
長
に
佐
藤
大
地
さ
ん

（
東
京
土
建
）
。

八
王
子
労
連
第
31
回
定
期
大

会
10
月
25
日
、
八
王
子
労
政

会
館
で
開
催
。
議
長
に
佐
藤

義
見
さ
ん
（
東
京
土
建
）
、

事
務
局
長
に
中
村
映
子
さ
ん

（
福
祉
保
育
労
）
。

清
瀬
地
区
労
第
60
回
定
期
大

会
10
月
28
日
、
清
瀬
ケ
ヤ
キ

ホ
ー
ル
で
開
催
。
議
長
に
小

野
塚
洋
行
さ
ん
（
Ｃ
Ｕ
東
京

三
多
摩
清
瀬
東
久
留
米
）
、

事
務
局
長
に
石
垣
雅
之
さ
ん

（
年
金
者
組
合
清
瀬
）
。

東
村
山
地
区
労
第
62
回
定
期

大
会10

月
28
日
、
東
村
山
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
共
同
議

長
に
長
田
昭
さ
ん
（
地
区

協
）
、
飛
田
重
雄
さ
ん
（
東

京
土
建
）
、
山
崎
秋
雄
さ
ん

（
年
金
者
組
合
）
、
事
務
局

長
に
余
田
郁
雄
さ
ん
（
年
金

者
組
合
）
。

非
正
規
労
働
者
の
分
会
結
成

し
、切
実
要
求
を
実
現

学
術
会
議
候
補
任
命

拒
否
に
抗
議
声
明

全
印
総
連
・
大
日
本
印
刷
分
会

東
京
都
立
大
学
労
働
組
合

秋
の
組
織
拡
大
月
間

が
ス
タ
ー
ト

３００人の仲間と支え合って
／地域労組こうとう

相談活動から組織化へ


